
６月２０日（土）に市中総体陸上競

技が開催されました。球技・武道大会

終了後、陸上大会への出場選手を募

り、限られた時間で練習を行い、大会に出場しました。日頃専門的に練習をしている生徒がほと

んどいない中、参加してくれた皆さんの勇気をたたえたいと思います。当日は、強い風雨の中で

の大会でしたが練習の成果を発揮することができました。 

【入賞者３位まで】 

●２年男子４×１００ｍリレー １位 

●１年男子４×１００ｍリレー １位 

●１年１００ｍ １位 ２位  

●２年男子１５００ｍ ３位  

●３年女子１００ｍ １位   ●共通女子２００ｍ １位  

６月２１日（日）に平戸文化センターにおいて「平

戸市少年の主張大

会」が開催され、３年

永田悠眞さんが「前へ」を表題として出場しました。●●さんは、

校内弁論大会で最優秀賞を受賞。大会への参加が決まってから、

毎日学校と自宅で何度も練習を繰り返し、当日は、その練習の成

果を十分に発揮し、緊張の中にも落ち着きのある発表をすること

ができました。素晴らしい発表でした。応援に駆けつけていただ

いた皆様、ありがとうございました。 

 ６月１５日（月）から１９日（金）までの期間、「長崎っ子の心を見つめる」教育週間の取り

組みを行いました。教育週間の取り組みとしては、命やいじめに

ついての授業、AED 講習会、薬物乱用防止教室などに取り組みま

した。校長講話では、●●●●子さんの「わたしのいもうと」とい

う絵本を用いて「いじめ・命」についての講話を行いました。この

本は、少し古い本ですが、転校した妹が学校でいじめにあい、長い

間苦しみ、最後には心も体も弱ってしまい、取り返しのつかない

状況になるという様子が描かれています。いじめは、人の心や命

をも傷つける、とても重い問題です。いじめは、周りの人にも責

任があります。そのためには、「気づくこと」「声をかけること」

です。そして、勇気がいることですが、周りの大人の人に知らせ

ることが大切です。中部中学校の生徒全員が自分事として考え、

いじめのない中部中学校をつくっていきましょう。 

「積小為大」 やればできる 

 

平戸市立中部中学校  
令和８年６月２３日 【学校だより】 
文責 木寺 剛 

中総体陸上競技「強風雨の中、激走」 

平戸市少年の主張大会 

「長崎っ子の心を見つめる教育週間」命の大切さについて考えよう 


